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こ
の
欄
は
役
員
が

入
れ
替
わ
り
で
執

筆
し
て
い
る
。
文

調
で
誰
か
想
像
が

つ
く
か
▼
８
月
は

「
戦
後
80
年
」
を

多
く
見
聞
き
し

た
。
当
時
の
事
を
直
に
聞
け
る

機
会
が
減
る
中
で
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
貴
重
な
文
章
や

映
像
か
ら
思
い
を
巡
ら
せ
た
の

は
大
切
だ
。
想
像
な
く
し
て
創

造
も
で
き
な
い
。
い
ま
や
「
平

和
を
守
る
」
か
ら
「
平
和
を
創

る
」
た
め
に
一
歩
前
に
出
な
け

れ
ば
現
状
も
守
れ
な
い
流
れ
を

感
じ
る
▼
そ
ん
な
中
、
県
本
部

で
は
単
組
代
表
者
会
議
で
人
事

院
勧
告
か
ら
単
組
の
取
り
組
む

課
題
を
提
起
し
、
自
治
労
大
会

で
２
年
間
の
本
部
方
針
が
確
立

し
た
。
単
組
も
役
員
改
選
な
ど

が
進
ん
で
い
る
▼
秋
に
向
け
て

新
体
制
で
一
歩
ず
つ
進
も
う
。

初
め
て
役
員
に
な
る
と
「
何
を

ど
う
し
た
ら
？
」
と
不
安
も
。

そ
の
時
は
県
本
部
の
情
報
を
も

と
に
単
組
で
比
較
し
て
現
状
を

知
る
こ
と
を
始
め
よ
う
。
自
ら

を
知
る
こ
と
で
課
題
も
見
え
て

く
る
。
学
び
創
造
す
る
努
力
な

く
し
て
維
持
す
ら
で
き
な
い
こ

と
は
歴
史
が
語
る
。　
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自治労定期大会

未
来
を
創
る
、仲
間
と
共
に

単
組・県
本
部・本
部
の
連
携
で
運
動
強
化
へ

　

昨
年
の
人
事
院
勧
告
で
は
、

人
材
確
保
の
困
難
性
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
「
給
与

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
と
し

て
、
初
任
給
や
若
年
層
の
俸
給

の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
係
長
級

以
上
（
３
級
～
）
の
初
号
の
額

の
引
き
上
げ
な
ど
が
勧
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
引
き
続
く
人
材

確
保
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
も
全
職
員
の
俸
給
の
引
き

上
げ
、
比
較
企
業
規
模
の
引
き

上
げ
（
50
人
→
１
０
０
人
）、

通
勤
手
当
の
引
き
上
げ
や
駐
車

場
利
用
に
係
る
通
期
手
当
の
新

設
（
上
限
５
千
円
）
な
ど
、
激

化
す
る
人
材
獲
得
競
争
を
踏
ま

え
た
勧
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
人
材
獲
得
の
課
題

は
、
国
家
公
務
員
だ
け
で
は
な

く
、
地
方
公
務
員
に
お
い
て
も

深
刻
な
課
題
で
す
。
私
た
ち
労

働
組
合
が
行
う
賃
金
労
働
条
件

の
改
善
要
求
も
、
こ
の
課
題
を

踏
ま
え
た
も
の
に
な
る
の
は
必

然
で
す
。

　

例
え
ば
、
今
年
の
人
勧
で
出

さ
れ
た
通
勤
手
当
の
引
き
上
げ

に
お
い
て
も
、
そ
の
視
点
を

も
っ
て
交
渉
に
当
た
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

通
勤
手
当
は
、
全
額
支
給
が

当
た
り
前
の
公
共
交
通
機
関
の

利
用
と
、
通
勤
距
離
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
交
通
用
具
利
用
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　

交
通
用
具
利
用
の
通
勤
手
当

の
改
善
要
求
は
、
燃
料
高
騰
も

大
き
な
根
拠
で
す
が
、
そ
の
他

に
も
車
検
や
オ
イ
ル
交
換
、
保

険
加
入
な
ど
、
多
大
な
維
持
経

費
が
掛
か
っ
て
い
る
の
も
現
状

で
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
が
自
家
用

車
で
の
通
勤
を
認
め
る
こ
と
と

併
せ
て
駐
車
場
を
整
備
・
確
保

す
る
の
は
当
然
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
駐
車
場
の
確
保
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
残
業
や

子
育
て
、
介
護
に
対
応
で
き
る

公
共
交
通
の
整
備
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
小
規
模
で
採
算

性
の
悪
い
自
治
体
で
は
、
公
共

交
通
は
減
少
、
廃
止
な
ど
の
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
勤
手
当
の
改
善
は
、
組
合

員
の
可
処
分
所
得
を
増
や
す
と

と
も
に
、
遠
距
離
通
勤
や
、
介

護
・
子
育
て
な
ど
様
々
な
事
情

を
抱
え
た
職
員
の
離
職
防
止
に

つ
な
が
る
な
ど
、
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

人
勧
を
最
低
限
と
し
、
人
材

確
保
の
た
め
の
、
さ
ら
な
る
改

善
を
め
ざ
し
、
確
定
闘
争
へ
の

結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

４ 人材確保の視点での改善に

20日　兵庫地方財政・自治研課題交流会
（ひょうご共済会館）

20日　自治体に働く障害労働者のつどい
（県本部会議室）

27日　町職連協定期総会（播磨町中央公民館）
27日　青年部定期総会（ひょうご共済会館）
27日　女性部定期総会（ひょうご共済会館）
４日　県本部定期大会（ラッセホール）

当面の日程

猛暑手当は出ないのか！

吉 田 ノ ボ

　

県
本
部
都
市
公
共
交
通
評
議

会
は
第
13
回
総
会
を
８
月
15
日

に
県
本
部
会
議
室
で
開
催
し

た
。
総
会
冒
頭
、
奥
博
之
議
長

は
「
公
共
交
通
確
立
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
人
材
不
足
な
ど
山
積

す
る
課
題
を
共
有
し
、
解
決
に

向
け
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
続
い
て
藤
野
雄
大
事
務

局
長
が
各
議
案
を
報
告
・
提
案

し
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
総
会

を
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
単
組
か
ら
取
り

組
み
報
告
が
あ
っ
た
。
伊
丹
交

通
の
﨑
田
直
哉
書
記
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
運
賃
収
入
は

徐
々
に
回
復
し
て
い
る
が
、
物

価
高
騰
に
よ
る
経
費
増
で
大
き

な
収
支
改
善
に
は
至
っ
て
い
な

い
」
と
報
告
。
神
戸
交
通
の
佐

藤
秀
樹
自
動
車
部
長
は
「
神
戸

市
営
バ
ス
は
少
子
化
や
燃
料

費
・
人
件
費
の
高
騰
が
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。
公
共
交
通
は

生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
数
字
だ

け
で
な
く
暮
ら
し
や
現
場
に

根
ざ
し
た
政
策
が
求
め
ら
れ

る
」
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
神
戸

交
通
の
平
尾
岳
洋
鉄
道
部
長
か

ら
は
、
来
春
予
定
の
地
下
鉄
西

神
・
山
手
線
ワ
ン
マ
ン
運
転
に

向
け
、
ワ
ン
マ
ン
化
機
能
の
試

運
転
が
始
ま
り
、
秋
ご
ろ
か
ら

閉
扉
訓
練
や
習
熟
運
転
、
机
上

研
修
が
進
む
予
定
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
に

伴
い
、
来
年
度
の
駅
体
制
や
乗

務
区
体
制
を
め
ぐ
る
交
渉
も
進

ん
で
い
る
と
し
た
。

都市交評総会

挙
、
確
定
闘
争
の
推
進
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
、
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

参
議
院
議
員
は
「
参
議
院
選
挙

で
の
、
全
国
の
組
合
員
の
ご
支

援
に
感
謝
す
る
。
お
か
げ
で
２

期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
で
き
た
。
現
場
の
最
前
線
で

働
く
組
合
員
の
声
を
国
政
に
届

け
る
こ
と
が
、
私
の
役
割
」
と

述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
６

－

２

０
２
７
年
度
運
動
方
針
や
当
面

の
闘
争
方
針
、
運
動
と
闘
争
強

化
に
向
け
た
産
別
体
制
と
財
政

の
構
造
改
革
な
ど
８
議
案
が
提

案
さ
れ
た
。
質
疑
・
討
論
で
は
、

財
政
の
構
造
改
革
、
参
議
院
選

え
合
い
、
力
強
い
運
動
を
展
開

し
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
駆
け
つ
け
た
自

治
労
組
織
内
議
員
の
岸
ま
き
こ

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
私
た
ち

の
責
任
」
と
強
調
。
核
廃
絶
と

対
話
に
よ
る
平
和
外
交
の
推
進

を
訴
え
た
。
ま
た
、
７
月
の
参

院
選
を
振
り
返
り
、
組
織
内
候

補
の
岸
ま
き
こ
が
再
選
し
た
こ

と
に
謝
意
を
示
す
一
方
、「
得

票
が
目
標
に
届
か
ず
、
組
織
の

活
動
力
低
下
が
表
れ
た
」
と
指

摘
し
、
日
常
的
な
活
動
の
強
化

を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
人
事
院

勧
告
で
の
賃
上
げ
を
評
価
し
つ

つ
、秋
の
確
定
闘
争
に
向
け「
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
・
底
上
げ

を
勝
ち
取
る
」と
決
意
を
表
明
。

今
後
の
課
題
と
し
て
組
織
人
員

の
減
少
や
財
政
基
盤
強
化
に
触

れ
「
本
部
・
県
本
部
・
単
組
が
支

　

自
治
労
は
８
月
25
～
27
日
に

第
99
回
定
期
大
会
を
栃
木
県
・

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で
開

催
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら

約
２
１
０
０
人
の
代
議
員
・
傍

聴
者
が
参
加
し
た
。「
未
来
を

創
る
、
仲
間
と
共
に
」
を
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今
後
２
年
間
の

運
動
方
針
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
２
期
目
と
な
る
石
上
千
博

委
員
長
を
先
頭
と
し
た
新
執
行

部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

大
会
冒
頭
、
石
上
委
員
長
は

災
害
対
応
で
奮
闘
す
る
現
場
の

仲
間
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
戦
後
・
被
爆
80
年
を
迎
え

る
節
目
に
触
れ
「
戦
争
の
惨
禍

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
を
次
世

２年間の運動方針が確立

生
活
基
盤
の
公
共
交
通
を
守
る

物
価
高
騰
な
ど
深
刻
な
現
場
状
況
を
報
告
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第
33
回
全
日
本
自
治
体
職
員

等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

全
国
優
勝
大
会
（
全
国
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
）
が
９
月
６
日
、

三
重
県
津
市
の
日
硝
ハ
イ
ウ

エ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
前
日
の
９
月
５
日
に
は

出
場
チ
ー
ム
に
よ
る
合
同
会
議

が
開
か
れ
、
対
戦
相
手
を
決
め

る
組
み
合
わ
せ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
抽
選
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
全

国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
２
年

に
１
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
９

地
連
か
ら
進
出
し
た
14
チ
ー
ム

に
、
前
回
優
勝
の
太
田
市
職

労
（
群
馬
）
と
開
催
県
代
表
の

三
重
県
職
労
を
加
え
た
16
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
。
兵
庫
か
ら
参
加
の
宍
粟

市
職
労
は
近
畿
地
連
代
表
と
し

て
、
前
回
に
続
く
２
回
目
の
挑

戦
と
な
っ
た
。

　

抽
選
の
結
果
、
宍
粟
は
初
戦

で
四
国
地
連
代
表
・
香
川
県
職

労
と
対
戦
す
る
こ
と
が
決
定
。

香
川
県
職
労
は
全
国
大
会
出
場

19
回
、
今
年
で
５
大
会
連
続
の

全
国
大
会
出
場
の
常
連
チ
ー
ム

で
あ
る
。
宍
粟
は
「
全
国
の
壁

の
高
さ
を
思
い
知
っ
た
」
と
語

る
前
回
の
経
験
を
糧
に
、
普
段

か
ら
全
国
大
会
を
見
据
え
た
練

習
を
積
ん
で
き
た
。
試
合
開
始

前
の
円
陣
で
は
「
宍
粟
の
『
し
』

は
勝
利
の
『
し
』
‼
」
と
元
気

な
声
が
会
場
に
響
き
、
気
合
十

分
で
試
合
に
臨
ん
だ
。

　

第
１
セ
ッ
ト
は
強
豪
・
香
川

県
職
労
に
先
制
点
を
許
し
苦
し

い
展
開
が
続
い
た
が
、
中
盤

で
底
力
を
発
揮
し
16
対
15
で
逆

転
。
鋭
い
サ
ー
ブ
を
武
器
に
５

連
続
得
点
を
奪
い
、
21
対
16
で

第
１
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た
。
第

２
セ
ッ
ト
は
息
を
の
む
よ
う
な

長
い
ラ
リ
ー
が
続
き
、
両
チ
ー

ム
と
も
に
粘
り
強
く
つ
な
ぐ
攻

防
の
末
、
第
２
セ
ッ
ト
は
19
対

21
で
香
川
が
奪
取
。
勝
負
の
第

３
セ
ッ
ト
は
宍
粟
が
序
盤
に
ミ

ス
や
相
手
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
ペ
ー

ス
を
崩
し
４
対
12
と
大
き
く

リ
ー
ド
を
許
し
た
。
後
半
に
持

ち
直
し
て
猛
攻
を
仕
掛
け
た
も

の
の
、
点
差
を
詰
め
切
れ
ず
16

対
21
で
惜
敗
し
た
。

　

試
合
後
、
選
手
た
ち
は
「
第

２
セ
ッ
ト
で
勝
ち
切
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
う
一
度

全
国
大
会
に
挑
め
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
た
い
」

と
語
り
、
２
年
後
の
リ
ベ
ン
ジ

を
誓
っ
た
。

結
権
を
活
用
し
「
要
求―

交
渉

―

妥
結
（
書
面
・
協
約
化
）」
の

交
渉
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

る
今
年
の
意
義
に
触
れ
、
排
外

主
義
の
広
が
り
や
人
権
意
識
の

低
下
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
ま

た
社
会
の
分
断
を
防
ぐ
た
め
に

人
権
尊
重
を
訴
え
、
厳
し
い
情

勢
だ
か
ら
こ
そ
理
念
を
土
台
に

運
動
を
進
め
よ
う
と
呼
び
か
け

た
。
そ
の
後
、
経
過
報
告
、
新

年
度
方
針
が
提
起
さ
れ
、
全
体

で
確
認
し
、
総
会
を
終
え
た
。

　

総
会
後
に
は
学
習
会
が
開
か

れ
、
谷
雅
志
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局
長
が
「
被
曝
80
周
年
・

戦
後
80
年
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

運
動
の
強
化
に
向
け
て
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
被
曝
と
戦
後

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
今
年

「
未
来
が
あ
る
か
ら
こ
そ
過
去

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
行

動
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

訴
え
た
。
さ
ら
に
、
世
界
の
核

兵
器
情
勢
に
つ
い
て
「
小
型
化

が
進
み
『
使
え
る
核
』
の
開
発

が
進
行
し
て
お
り
、『
核
抑
止
』

か
ら
『
使
用
可
能
な
核
』
へ
危

険
な
転
換
が
起
き
て
い
る
」
と

強
い
危
機
感
を
示
し
た
。ま
た
、

原
水
禁
運
動
の
次
世
代
継
承
に

関
し
て
「
単
な
る
継
承
に
と
ど

ま
ら
ず
、
現
世
代
の
責
任
と
し

て
考
え
る
べ
き
課
題
だ
」
と
指

摘
し
た
。
最
後
に
「
平
和
外
交

に
よ
る
戦
争
回
避
は『
お
花
畑
』

と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
む
し
ろ
武
装
強
化
に
よ
っ

て
安
全
が
守
ら
れ
る
と
い
う
考

え
こ
そ
非
現
実
的
だ
」
と
批
判

し
、
対
話
と
外
交
に
よ
る
平
和

構
築
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。 講演を行う谷事務局長

現業公企第２次闘争

欠員補充が最重要課題
10月17日に統一行動日を設定

　

県
本
部
は
「
直
営
堅
持
」
を

基
本
方
針
に
、
現
業
・
公
企
職

場
で
働
く
者
が
安
心
し
て
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く

り
の
実
現
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
よ
り
住
民
の
健
康

と
福
祉
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ

す
こ
と
と
し
、
第
２
次
闘
争
で

は
、
第
１
次
闘
争
か
ら
の
継
続

課
題
を
は
じ
め
、
地
域
実
情
に

応
じ
た
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
、
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
６
月
の
人
員
確

保
闘
争
を
現
業
・
公
企
闘
争
の

第
１
次
闘
争
と
し
て
、
ま
ず
は

人
員
確
保
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
第
２
次
と
し
て
10

月
17
日
に
は
全
国
産
別
統
一
行

動
日
と
し
て
、
早
朝
１
時
間
ス

ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
、
要
求
事

項
の
解
決
を
図
る
。

　

こ
の
間
、
現
業
・
公
企
職
場

は
、
新
規
採
用
抑
制
や
退
職
者

不
補
充
、
賃
金
抑
制
・
民
間
委

託
化
な
ど
の
合
理
化
提
案
が
後

を
絶
た
な
い
現
状
の
な
か
、
閉

塞
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
企
職
場
で
も
職
員

の
高
齢
化
が
進
み
、
技
術
力
の

継
承
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、 

職
場
の
活
性
化
、
働
く
者
の
命

と
健
康
を
守
り
、 
安
定
的
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
は
か

る
た
め
に
も
新
規
採
用
に
よ
る

欠
員
補
充
の
実
現
は
最
も
重
要

な
獲
得
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
本
部
は
８
月
８
日
、
県
市

町
振
興
課
、
県
教
育
委
員
会
、

公
企
関
係
部
局
に
対
し
、
申
入

書
を
提
出
し
、
10
月
２
日
に
交

渉
す
る
予
定
。
そ
し
て
10
月
９

日
に
は
現
業
公
企
闘
争
勝
利
に

向
け
て
、
総
決
起
集
会
を
神
戸

市
内
で
開
催
し
意
思
統
一
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
業
・
公
企
が
持
つ
権
利
で

あ
る
、
団
体
交
渉
権
・
協
約
締

　

８
月
３
日
、
神
戸
市
ラ
ッ
セ

ホ
ー
ル
で
、フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・

人
権
・
環
境
ひ
ょ
う
ご
総
会
と

学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
山
下
忠
之
委
員
長

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
代
表

委
員
）
は
、
戦
後
80
年
を
迎
え

全国女子バレーボール

全
国
の
壁
に
再
挑
戦

宍
粟 

粘
り
の
フ
ル
セ
ッ
ト
も
及
ば
ず

平和フォーラム
総会・学習会
「
使
え
る
核
」へ
の
転
換
に
警
鐘

80
年
の
節
目
に
対
話
と
外
交
で
平
和
構
築
を
訴
え

取り組み日程
９／22～10／２　要求書提出ゾーン
10／３～10／16　交渉強化ゾーン
10月３日　回答指定基準日
10月９日　県本部現業・公企闘争勝利総決起

集会（14：00～のじぎく会館）
10月17日　全国統一行動日（１時間スト配置）


